
一

は
じ
め
に

文
体
を
構
成
す
る
要
素
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
資
料
間

の
文
体
差
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
個
性
的
文
体
の
把
握
を
目
的
に
す

る
に
せ
よ
、
類
型
的
文
体
の
把
握
を
目
的
に
す
る
に
せ
よ
、
同
一
の
表

現
対
象
に
つ
い
て
の
表
現
方
法
の
相
違
を
比
較
す
る
の
が
理
想
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
表
現
内
容
の
相
違
は
、
用
語
や
表
現
方
法
の
相
違
に
結

び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
一
の
表
現
対
象
に
つ
い
て
の

比
較
と
い
う
理
想
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
表
現
内
容
を
等
し
く
す
る

文
章
を
比
較
す
る
の
が
、
用
字
・
用
語
等
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ベ
ル
の
選
択
に
つ
い
て
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
最
善
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
表
現
内
容
を
等
し
く
す
る
文
章

は
、
実
際
に
は
自
然
に
は
な
か
な
か
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で

次
善
の
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
同
一
場
面
を
比
較
す
る
と
い
う

方
法
で
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
後
藤
英
次

(

二
〇
二
〇)

・
同

(

二
〇
二

二)

に
お
い
て
、
古
記
録

(

日
記)

資
料
を
対
象
と
し
て
、
こ
の
方
法

を
試
み
て
き
た
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
記
述
の
詳
細
さ
や
感
情
・
評

価
の
表
現
の
多
寡
と
い
っ
た
面
で
、
資
料
間
の
個
性
的
文
体
の
差
お
よ

び
類
型
的
文
体
と
し
て
の
記
録
体
の
変
遷
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き

た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
に
続
い
て
、
同
様
の
試
み
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
後
藤

(

二
〇
二
〇)

で
は
大
地
震
に
関
す
る
記
事
を
、
後
藤

(

二
〇
二
〇)
で
は
気
象
災
害
に
関
す
る
記
事
を
対
象
と
し
た
が
、
今
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回
は
火
災
に
関
す
る
記
事
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
非
常
時
に

何
を
ど
う
記
録
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
観
察
し
た
い
の
で
あ
る
。
な

お
、
本
稿
の
問
題
意
識
お
よ
び
方
法
論
は
、
後
藤

(

二
〇
二
〇)

・
同

(

二
〇
二
二)
と
同
様
で
あ
る
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。二

先
行
研
究
の
指
摘
か
ら

古
記
録
資
料
に
お
い
て
同
一
場
面
記
事
の
比
較
を
行
っ
た
研
究
に
は
、

管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
峰
岸
明

(

一
九
八
六)
等
ご
く
小
規
模
な
も
の

が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
峰
岸

(

一
九
八
六：

二
〇
七
頁
以
下)

は
寛
弘

二
年

(

一
〇
〇
五)

十
一
月
十
五
日
の
内
裏
炎
上
記
事
を
取
り
上
げ
、

『

御
堂
関
白
記』

と

『

小
右
記』

と
の
用
字
・
用
語
選
択
の
相
違
に
つ

い
て
、｢『

御
堂
関
白
記』

と
の
対
応
記
事
に
関
し
て
、『

小
右
記』
の

用
語
選
択
で
は
、
漢
語
・
漢
文
訓
読
語
は
採
用
さ
れ
こ
そ
す
れ
、
仮
名

文
学
語
の
採
用
は
見
な
い
の
で
あ
る
。『

小
右
記』

の
文
章
は
、『

御
堂

関
白
記』

の
そ
れ
に
比
し
て
、
優
れ
て
漢
文
調
で
あ
る
と
言
い
得
る
で

あ
ろ
う｣

と
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
寛
弘
二
年
十
一
月
十
五
日
の

内
裏
炎
上
の
記
事
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
峰
岸

(

一
九
八
六)

の
指
摘
を
私
に
ま
と
め
て
示
す
。

○

『

御
堂
関
白
記』

(

記
主
は
藤
原
道
長
。
四
十
歳
、
左
大
臣
、
正

二
位)

、

十
五
日
、
…

(

中
略)

…
、
一
寝
後
、
人
申
云
、
有

(

衍)

西
方
火
有

、
赴

[

起
カ]

見
、
内
裏
と
見
馳
参
、
従
東
至
北
陣
、
問
御
在
所
、
会
女
蔵

人
少
輔
縫
殿
寮
門
下
、
示
御
中
院
由
�内

従
北
陣
参
着
、
此
間
火

南
東
焼
、
中
宮
同
御
、
大
臣
以
下
参
着
、
余
前
参
入
宰
相
中
将
・

左
近
中
将
頼
親
也
、
主
上
御
飛
香
舎
、
与
中
宮
御
出
給
、
此
間

不
人
�不

候
云
々
、

六
位
二

[

一
カ]

両
候
云
々
、
１
火
�
後
渡
職
曹
司

給
、
而
件
曹
司
破
損
盛
也
、
仍
２
太
政
官
朝
所
御
座
、
中
宮
輦

造
曹
所
舎
御
座
、
火
出
所
未
知
、
温
明
殿
与
綾
綺
殿
間
出
云
々
、

左
近
少
将
重
尹
・
右
近
少
将
済
政
等
、
率
一
員
、
３
尊
所
仰
可

奉
守
由
令
参
、
明
後
奉
求
神
鏡
、
破
損
給
、
４
大
刀
四
柄
、
有

小 [

度
脱
カ]

調
、
魚
形
金
十
枚
・
銀
十
五
枚
・
銅
卅
枚
許
求
得
、
即
従
長

殿
、
渡
辛
櫃
奉
入
、
松
本
職
曹
司
奉
置
、
近
衛
将
監
以
下
左
右

宿
直
候
、

〇
『

小
右
記』

(

記
主
は
藤
原
実
資
。
四
十
九
歳
、
権
大
納
言
、
右

近
衛
大
将
、
正
二
位)

十
五
日
、
…

(

中
略)

…
、
子
剋
許
随
身
番
長
若
倭
�
高

[

亮]

範
自
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兄
第
一

(

マ

ヽ)

来
云
、
内
裏
焼
亡
者
、
乍
驚
馳
参
、
左
大
臣
・
帥
相
逢
郁

芳
門
内
、
相
共
参
入
、
此
間
火
勢
太
猛
、
下
人
云
、
主
上
御
神
嘉

殿
者
、
仍
参
着
、
中
宮
同
御
坐
云
々
、
人
々
云
、
火
起
自
温
明
殿
、

神
鏡
所
謂
恐
所
、
�
４
大
刀
�
啓
不
能
取
出
云
々
、

�
１
少
選
幸
式
御
曹
司
、
而
破
壊
殊
甚
、
不
可
然
御
所
、
仍
又

�
２
幸
官
朝
所
、
左
大
臣
招
余
之

[

云
カ]

、
将
一
人
差
遣
火
所
、
�
３
可

令
守
護
恐
所
者
、
余
答
云
、
転
更
不
可
仰
、
只
可
被
召
仰
左
右
少

将
、
相
苻

[

府]

路
被
差
遣
左
右
少
将
、
又
可
守
護
焼
亡
御
物
忌

(

衍
カ)

之
由
、

被
仰
検
非
違
使
等
、
臨
暁
更
参
東
宮
、
御
桂
芳
坊
、
諸
卿
同
参
、
卯

剋
許
退
出
、

こ
こ
で
は
、
峰
岸

(

一
九
八
六)

の
指
摘
す
る
対
応
箇
所
の
う
ち
、

対
照
し
や
す
い
四
か
所
に
傍
線
・
二
重
傍
線
を
付
し
て
お
い
た

(

峰
岸

(

一
九
八
六)

の
指
摘
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
記
号
類
の
使
用
を
私

意
に
よ
り
改
め
た)

。
二
重
傍
線
部
が

『

御
堂
関
白
記』

で
は
仮
名
文

学
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『

小
右
記』

で
は
漢
語
・
漢
文
訓
読
語
に

な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。『

小
右
記』

は
漢
文
調
が
強
く
、『

御
堂

関
白
記』

は
そ
れ
が
弱
い
こ
と
は
よ
く
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

右
に
示
し
た
部
分
か
ら
も
そ
れ
が
確
認
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

後
藤

(

二
〇
二
〇)

・
同

(

二
〇
二
二)

で
と
っ
た
観
点

(

記
述
の

詳
細
さ
・
感
情
や
評
価
の
表
現
の
多
寡)

か
ら
こ
の
箇
所
を
眺
め
る
と
、

『

御
堂
関
白
記』

『

小
右
記』

と
も
に
記
述
は
詳
細
で
は
あ
る
も
の
の
、

記
主
の
感
情
や
感
想
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
叙
事
に
徹
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
強
い
て
両
者
の
相
違
を
指
摘
す
る
の
で
あ
れ

ば
、『

小
右
記』

の
方
が
、
会
話
の
直
接
引
用
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と

は
言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
内
裏
炎
上
に
つ
い
て
は

『

権
記』

に
も
記
載
が
あ
る
の

で
、
次
に
示
し
て
お
く
。

〇

『

権
記』

(

記
主
は
藤
原
行
成
。
三
十
四
歳
、
参
議
、
左
大
弁
、

正
三
位)

十
五
日
、
己
未
、

…

(

中
略)

…
、
今
夜
半
許
西
方
有
火
、
或
者
云
、
内
也
、

仍
馳
参
、
自
中
院
�
１
遷
御
職
御
曹
司
、
然
而
破
壊
已
盛
、
仍

�
２
御
朝
所
、

日
記
に
何
を
書
く
べ
き
か
と
い
う
意
識
が
異
な
る
の
か
、『

権
記』

の

こ
の
日
の
記
述
は
極
め
て
簡
潔
・
簡
略
で
あ
る
。
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三

火
災
記
事
の
比
較

本
邦
で
起
こ
っ
た
火
災
に
つ
い
て
は
、
防
災
学
や
日
本
史
学
・
地
理

学
の
分
野
等
か
ら
詳
細
な
研
究
が
為
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
小
鹿

島
果

(

一
八
九
四)

や
池
田
正
一
郎

(

二
〇
〇
四)

等
を
参
考
に
、
中

古
か
ら
中
世
末
に
か
け
て
京
都
で
起
こ
っ
た
火
災
を
抽
出
し
、
そ
の
中

で
、
原
則
と
し
て
複
数
の
公
家
日
記
に
記
述
が
見
ら
れ
る
も
の
を
中
心

に
考
察
の
対
象
と
し
て
い
く

(

１)

。
こ
れ
ま
で
の
古
記
録
の
言
語
の
研
究
に

お
い
て
は
、
公
家
日
記
が
中
心
に
扱
わ
れ
て
き
て
お
り
、
公
家
日
記
や

そ
れ
に
類
似
し
た
文
献
の
文
体
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
延
喜
十
四
年

(

九
一
四)
の
火
災

(『

貞

信
公
記』)

か
ら
文
禄
三
年

(

一
五
九
五)

の
火
災

(『
言
経
卿
記』)

に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
類
型
的
文
体
と
し
て
の
記
録

体
の
変
遷
と
、
個
別
の
古
記
録(

日
記)

間
の
個
性
的
文
体
の
差
を
探
っ

て
い
く
。
取
り
上
げ
る
資
料
に
七
〇
〇
年
近
く
の
ひ
ら
き
が
あ
る
が
、

記
録
体
の
よ
う
な
類
型
性
の
高
い
文
章
の
場
合
、
そ
の
史
的
変
遷
は
緩

や
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
類
型
的
文
体
と
し
て
の
記
録
体
の
変
遷
を

大
づ
か
み
に
捉
え
る
た
め
に
は
、
今
回
の
よ
う
な
や
り
方
も
効
果
的
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
個
性
的
文
体
の
差
に
つ
い
て
は
、
取
り
上

げ
る
事
例
に
よ
っ
て
傾
向
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
藤

(

二
〇
二
〇)

・
同

(

二
〇
二
二)

の
検
討
結
果
を
勘
案
す

る
と
と
も
に
、
今
後
検
討
す
る
事
例
を
積
み
上
げ
て
い
き
、
必
要
が
あ

れ
ば
修
正
を
は
か
る
こ
と
と
し
た
い
。

(

一)

延
喜
十
四
年

(

九
一
四)

五
月
二
日
の
火
災

(『

貞
信
公
記』)

○

『

貞
信
公
記』

(

記
主
は
藤
原
忠
平
。
三
十
五
歳
、
大
納
言
、
左
近

衛
大
将
、
正
三
位)

二
日
、
左
京
有
失
火
、
其
数
六
百
余
烟
、

四
日
、
失
火
家
々
給
□

[

米
カ]

有
差
、

六
百
余
家
が
焼
亡
し
た
大
火
災
で
あ
る
が
、
事
実
の
み
を
簡
潔
に
記

し
、
記
主
の
感
情
・
感
想
等
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。『

貞
信
公
記』

の
記
事
が
簡
略
で
あ
る
の
は
、
後
藤

(

二
〇
二
〇)

に
お
け
る
大
地
震

の
記
事
の
検
討
の
結
果
、
同

(

二
〇
二
二)

の
大
風
雨
の
記
事
の
検
討

の
結
果
と
変
わ
ら
な
い
。『

貞
信
公
記』

の
文
章
に
つ
い
て
は

｢

目
録

め
い
て
い
る｣

(

遠
藤
好
英

二
〇
〇
七

(

２))

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る

ほ
ど
全
体
に
簡
略
で
あ
る
。
官
撰
の
国
史
が
途
絶
し
た
後
、
私
日
記
が

続
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
現
存
本
が
抄
本
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
可
能
性
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も
あ
る
が
、
現
存
す
る
平
安
貴
族
の
最
古
の
私
日
記
と
し
て
、
私
日
記

の
当
初
の
あ
り
よ
う
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
た
い
。

(

二)

寛
弘
二
年

(

一
〇
〇
五)

十
一
月
十
五
日
の
火
災

(『

御
堂
関

白
記』

『

小
右
記』

『

権
記』)

こ
の
火
災

(

内
裏
炎
上)
に
つ
い
て
は

｢

二

先
行
研
究
の
指
摘
か

ら｣

で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。『
貞
信
公
記』

と
比
較
す
る
と
、
記
述

が
詳
細
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
感
情
や
感
想
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

(

三)

寛
治
六
年

(

一
〇
九
二)

三
月
六
日
の
火
災

(『

中
右
記』)

○

『

中
右
記』

(

記
主
は
藤
原
宗
忠
。
三
十
一
歳
、
侍
従
、
正
四
位
下)

六
日
、
己
丑
、
未
時
許
京
中
大
焼
亡
、
自
五
条
防
門
、
万
利
小
路
、

三
条
、
東
洞
院
、
京
極
、
四
条
防
門
宅
、
皆
悉
為
灰
燼
、
此
中
関

白
殿
御
所
三
条
殿
焼
了
、
殿
下
�
中
納
言
中
将
殿
御
坐
之
間
也
、

則
移
御
六
条
殿
、
殿
下
昔
至
今
未
令
遇
此
火
災
給
也
、
為
人
屋
六

十
余
所
焼
了
云
々
、
雖
可
有
焼
亡
奏
、
依
当
復
日
無
之
、
凶
事
已

当
復
日
、
強
依
不
可
聞
食
也
、
三
条
殿
造
畢
後
已
経
九
个
年
、

関
白
師
実
の
三
条
第
が
焼
亡
し
た
火
災
で
あ
る
。『

御
堂
関
白
記』

『

小
右
記』

『

権
記』

同
様
、
記
主
の
感
情
・
感
想
等
が
記
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
な
お
、
師
実
の
子
・
師
通
の

『

後
二
条
師
通
記』

に
は
こ
の

火
災
に
つ
い
て
の
記
述
は
一
切
な
い
。
何
を
日
記
に
記
し
後
世
に
残
す

べ
き
か
と
い
う
判
断
が
記
主
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

(

四)

正
治
二
年

(

一
二
〇
〇)

十
一
月
三
十
日
の
火
災
お
よ
び
承
元

二
年

(

一
二
〇
八)

閏
四
月
十
五
日
の
火
災

(『

明
月
記』

『

猪
隈

関
白
記』)

正
治
二
年

(

一
二
〇
〇)

十
一
月
三
十
日
の
火
災

○

『

明
月
記』

(

記
主
は
藤
原
定
家
。
三
十
九
歳
、
左
近
衛
少
将
、
正

四
位
下)

三
十
日
、
天
晴
、
風
病
甚
不
快
、
午
時
許
出
京
、
参
詣
日
吉
、
於

蓮
華
王
院
辺
、
西
方
見
火
、
風
甚
猛
、
烟
赴
巽
、
雖
須
帰
宅
、
依

凝
信
心
、
遂
以
騎
馬
赴
前
途
、
車
早
可
持
帰
之
由
下
知
了
、
七
条

火
也
、
壬
生
大
路
程
歟
、
雖
送通

カ

越
関
山
、
其
烟
遂
不
止
、
未
時
許

入
坂
本
宿
所
、
火
猶
不
滅
、
昏
宮
廻
、
大
風
寒
天
路
頭
難
堪
、
咳

病
更
発
、
甚
無
術
、
夜
通
夜
、

(
十
二
月)

一
日
、
天
晴
、
咳
病
極
悩
、
入
夜
宮
廻
、
又
通
夜
、

雑
人
云
、
夜
前
火
七
条
坊
門
匣
小
路
云
々
、
東
出
川
原
、
北
七
条
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坊
門
、
南
梅
小
路
、
其
間
不
残
一
宇
、
八
条
院
適
令
遁
御
、
但
庁

�
伺
候
人
々
等
払
地
云
々
、
弘
誓
院
東
御
堂
又
焼
了
云
々
、
粗
伝

聞
注
之
、
龍
寿
御
前
宅
七
条
坊
門
、
同
焼
亡
之
由
聞
之
、

○

『

猪
隈
関
白
記』

(

記
主
は
近
衛
家
実
。
二
十
二
歳
、
右
大
臣
、
左

近
衛
大
将
、
正
二
位)

卅
日
、
壬
午
、

…

(

中
略)

…

午
時
許
下
辺
有
焼
亡
、
下
人
云
、
八
条
辺
云
々
、
数
刻
不
消
、
及

数
町
云
々
、

内
容
的
に
対
応
す
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
お
い
た

(

以
下
同
じ)

。

現
場
近
く
に
居
合
わ
せ
た
か
ど
う
か
の
差
の
可
能
性
も
あ
る
が
、『

明

月
記』

が
翌
日
の
伝
聞
ま
で
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『

猪
隈
関
白

記』

は
極
め
て
簡
潔
で
あ
る
。『

猪
隈
関
白
記』

に
お
け
る
非
日
常
の

事
態
に
接
し
た
際
の
記
述
が
簡
略
で
あ
る
の
は
、
後
藤

(

二
〇
二
二)

で
取
り
上
げ
た
建
永
二
年

(

一
二
〇
七)

七
月
十
九
日
の
大
風
雨
、
安

貞
二
年

(

一
二
二
八)

十
月
七
日
の
大
風
の
場
合
と
同
一
の
傾
向
と
認

め
ら
れ
る
。
な
お
、
二
重
傍
線
部

｢

滅｣
｢

消｣

と
い
う
用
字
の
相
違

に
は
、
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
の
余
地
が
あ
る

(

３)

。

承
元
二
年

(

一
二
〇
八)

閏
四
月
十
五
日
の
火
災

○

『

明
月
記』
(

定
家
四
十
七
歳
、
左
近
衛
権
中
将
、
正
四
位
下)

十
五
日
、
天
晴
、
昼
後
雨
間
降
、
…

(

中
略)

…
、
亥
時
許
南
方

１
有
火
、
風
猛
烈
、
煙
炎
如
飛
、
戴
冠
参
内
、
雖
程
遙
炎
上
大
風

非
尋
常
、
依
思
警
衛
之
職
強
参
入
、
不
見
人
一
人
、
火
漸
出
大
宮

云
々
、
暫
候
之
間
、
及
朱
雀
之
由
聞
之
退
出
、
火
猶
不
滅
、
後
聞
、

火
出
自
北
小
路
東
洞
院
、
七
条
東
西
十
二
町
、
洞
院
西
、
朱
雀
東
、

朱
雀
南
北
十
二
町
、
七
条
以
北
、
自
六
条
東
洞
院
至
于
五
条
坊
門
朱

雀
辺
、
す
ぢ
か
へ
て
融
其
中
、
２
貴
賤
上
下
不
可
勝
計
云
々
、
宣

陽
門
院
、
坊
門
院
、
太
政
大
臣
旧
宅
、
如
徴
時
古
剣
、
右
大
将
、
六
条

堀
川
、
入
道
内
大
臣
殿
、
中
宮
大
夫
、
大
宮
大
納
言
、
五
条
大
宮
新

所
不
造
畢
、
源
大
納
言
、
中
院
、
入
道
大
納
言
、
六
条
坊
門
大
宮
、
故
中

納
言
、
親
能
卿
、
三
位
経
家
、
業
兼
、
教
成
、
入
道
宰
相
定
経
、

故
親
国
卿
、
忠
行
朝
臣
、
焼
後
造
未
移
徙
、
大
夫
史
国
宗
、
大
外
記

良
業
、
文
章
博
士
為
長
、

○

『

猪
隈
関
白
記』

(

家
実
三
十
歳
、
関
白
、
従
一
位)

十
五
日
、
甲
申
、
天
晴
、
…

(

中
略)

…

亥
時
許
南
方
�
１
有
火
事
、
七
条
北
東
洞
院
西
辺
云
々
、
于
時
大

風
吹
、
巽
風
也
、
限
東
々
洞
院
、
限
南
七
条
、
限
西
朱
雀
、
限
北

�
四
条

坊
門
院

大
焼
亡
也
、
終

坊
城

夜
焼
亡
也
、

殿
焼
亡
所
々
、

前
太
政

宣
陽
門
院
六
条
殿

大
臣
家

[

後
白
河
院
長
講
堂

右
是
也
、]

大
将
公
継
家
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中
宮
大
夫
公
房
家

源
大
納
言
通
光
家
中
院
是
也
、

新
大
納
言
公

経
家

藤
三
位
雅
隆
家

六
条
三
位
経
家
々

高
三
位
経
仲
家

左
兵
衛
督
教
成
家

治
部
卿
業
兼
家

入
道
内
府
実
宗
、
家

入

道
大
納
言
定
能
、
家

大
外
記
良
業
家

大
夫
史
国
宗
家
、
�
２
此

外
雲
客
家
済
々
、
諸
人
家
不
知
其
数
、

人
多
焼
死
云
々
、

其

中
前
民
部
大
輔
頼
房
子
童
焼
死
云
々
、

余
馳
参
宣
陽
門
院
之
間
、

於
四
条
町
辺
下
人
云
、
六
条
殿
焼
亡
了
、
女
院
御
幸
於
正
親
町
第

云
々
、
仍
余
参
正
親
町
第
、
先
之
御
幸
成
云
々
、
褐

[

謁]

女
房
退

出
、

于
時
暁
更
也
、

先
に
見
た
火
災
同
様
、『

明
月
記』

と

『
猪
隈
関
白
記』

の
記
事
が

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
の
火
災
で
は
、
内
親
王
や
公
家
の
第
宅
が
多

く
焼
亡
し
た
せ
い
か
、
被
災
し
た
家
々
を
列
挙
す
る
な
ど
、『

猪
隈
関

白
記』

も
そ
の
記
述
は
相
当
に
詳
細
で
あ
る
。
非
日
常
の
事
態
に
関
す

る

『

猪
隈
関
白
記』

の
記
述
が
常
に
簡
略
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
こ
と
が
分
か
る
。

(

五)

永
和
三
年

(

一
三
七
七)

八
月
六
日

(

４)

の
火
災

(『

後
愚
昧
記』

『

後
深
心
院
関
白
記』)

〇

『

後
愚
昧
記』

(

記
主
は
三
条
公
忠
。
五
十
四
歳
、
前
内
大
臣
、
従

一
位)七

日
、
自
今
暁
至
天
明
後
、
１
下
辺
有
焼
亡
、
２
自
綾
小
路
至
六

条
辺
七
丁
余
、
東
西
六
丁
余
云
々
、
未
聞
慥
説
、
今
夜
焼
亡
以
前

下
辺
鼓
動
云
々
、
軍
兵
等
馳
走
云
々
、

〇

『

後
深
心
院
関
白
記』

(

記
主
は
近
衛
道
嗣
。
四
十
六
歳
、
前
関
白

左
大
臣
、
従
一
位)

晴
、

寅
刻
、
�
１
下
辺
有
火
事
、
至
天
明
之
後
止
、
�
２
東
ハ

京
極
、
西
ハ
堀
川
、
下
ハ
樋
口
、
上
ハ
四
条
云
々
、

用
語
の
相
違
と
し
て
、『

後
愚
昧
記』

で

｢

焼
亡｣

と
す
る
と
こ
ろ

を
、『

後
深
心
院
関
白
記』

で
は

｢

火
事｣

と
し
て
い
る
部
分
が
目
に

つ
く
。
ど
ち
ら
も
記
主
の
所
感
等
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
記
述
の
詳
細

さ
に
つ
い
て
は
、『

後
深
心
院
関
白
記』

の
方
が
や
や
詳
し
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
後
藤

(

二
〇
二
〇)

・
同

(

二
〇
二
二)

で
は
、『

後
愚
昧

記』

は
記
主
の
感
情
・
感
想
・
評
価
等
が
よ
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
に
比
し
て

『

後
深
心
院
関
白
記』

は
概
し
て
記
述
が
簡
略
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
右
に
見
た
火
災
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
指
摘

は
あ
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
で
あ
る
が
、『

後
愚
昧

記』
に
つ
い
て
は
、
記
主
で
あ
る
公
忠
に
危
険
が
及
ん
だ
り
し
て
動
揺

さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
な
火
災
で
は
な
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
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思
わ
れ
る
。『

後
深
心
院
関
白
記』

に
つ
い
て
は
、
記
主
道
嗣
の
火
事

に
対
す
る
関
心
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

両
資
料
に
お
け
る
他
の
火
災
の
記
事
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
後
藤

(

二
〇
二
〇)
・
同

(

二
〇
二
二)

の
把
握
は
誤
り
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、『
後
愚
昧
記』

応
安
元
年

(

一
三
六
八)

十
月
十

一
日
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

・
十
一
日
、
後
聞
、
今
日
山
門
西
塔
院
本
尊
尺
迦
云
々
、
炎
上
、
延
暦

草
創
以
後
今
度
始
而
回
禄
云
々
、
天
台
仏
法
漸
及
魔
滅
歟
、
可
驚
々

々
、
後
日
聞
、
炎
上
因
縁
、
樵
夫
等
帰
自
山
之
後
、
以
柴
焼
火
禦

寒
気
之
後
、
被
火
不
銷
而
去
、
仍
忽
焼
亡
出
来
云
々
、

伝
聞
に
よ
る
記
述
で
は
あ
る
が
、
延
暦
寺
の
西
塔
院
が
回
禄
の
災
に
遭
っ

た
こ
と
に
つ
い
て

｢

天
台
仏
法
漸
及
魔
滅
歟
、
可
驚
々
々｣

と
所
感
を

記
し
、
後
に
聞
い
た
火
事
の
原
因
ま
で
も
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る

(

な
お
、『

後
深
心
院
関
白
記』

に
は
こ
の
火
災
に
つ
い
て
の
記
述
は
な

い)

。『

後
愚
昧
記』

が
記
主
の
所
感
を
よ
く
記
す
傾
向
の
あ
る
資
料
で

あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

ま
た
、『

後
深
心
院
関
白
記』

に
は
、
他
の
古
記
録
で
は
あ
ま
り
多

く
は
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
小
さ
な
火
事
に
つ
い
て
も
記
録
さ

れ
て
い
る
。
道
嗣
が
火
事
に
関
心
が
高
く
、
常
に
注
意
を
払
っ
て
い
る

さ
ま
が
窺
え
よ
う
。
火
災
に
つ
い
て
は
、
道
嗣
は
そ
の
一
々
を
記
録
す

る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。

・
陰
、
入
夜
雨
降
、

寅
刻
許
近
衛
町
辺
有
火
事
、
近
々
仰
天
之

処
、
無
程
消
了

(

延
文
五
年

(

一
三
六
〇)

六
月
十
一
日)

・
晴
、

午
刻
許
有
火
事
、
近
衛
油
小
路
辺
云
々
、
無
程
火
消
畢

(

貞
治
六
年

(

一
三
六
七)

四
月
二
十
九
日)

・
陰
、
自
夕
雨
降
、

未
刻
許
坤
方
有
火
事
、
即
消
了

(

応
安
七
年

(

一
三
七
四)

四

月
一
日)

同
一
場
面
の
記
事
を
比
較
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
補
助
的
に
関
連
す

る
記
事

(

類
似
記
事)

に
も
目
配
り
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

(

六)

文
明
八

(

一
四
七
六)

年
十
一
月
十
三
日
の
火
災

○

『

親
長
卿
記』

(

記
主
は
甘
露
寺
親
長
。
五
十
三
歳
、
前
権
中
納
言

兼
按
察
使
賀
茂
伝
奏
、
正
二
位)

十
三
日
、
晴
、
着
寝
之
処
、
亥
剋
許
称
有
火
事
、
俄
起
出
之
処
、

１
已
為
近
所
、
先
�
倒
衣
裳
夏
直
衣
着
用
、
其
後
皇
代
暦
・
陣

中
公
事
次
第
等
令
懐
中
、
出
走
参
内
、
已
有
行
幸
室
町
殿
御
方
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十
二
間
、
上
下
迷
々
之
体
許
也
、
暫
魔
風
吹
靡
、
余
�
懸
宮
中
、

仍
自
一
対
妻
被
召
御
車
、
大
納
言
典
侍
持
剣
璽
、
内
侍
所
駕
輿
丁

奉
舁
、
出
御
小
川
御
所
、
人
々
安
然
之
迷
惑
也
、
小
川
御
亭
為

狭
少
之
間
、
可
有
行
幸
北
御
所
、
御
台
御
構
所
也
、
北
小
路
三
位
禅
尼

居
住
云
々
、
已
及
天
明
、
有
一
献
、
辰
剋
許
出
御
、
２
公
卿
・
殿

上
人
衣
冠
直
衣
、
歩
儀
供
奉
、
見
苦
之
体
也
、
莫
言
々
々
、
今

度
公
家
之
輩
同
時
炎
上
家
々
、

中
院
前
大
納
言
・
冷
泉
大
納
言
・
勧
修
寺
大
納
言
・
広
橋
大

納
言
・
源
大
納
言
父
子
・
予
・
滋
野
井
前
宰
相
中
将
・
世
尊

前
宰
相
・
右
大
弁
宰
相
・
民
部
卿
・
実
興
朝
臣
・
吉
田
三
位

兼
倶
・
土
御
門
三
位
有
宣
・
兵
部
卿
・
藤
宰
相
・
大
蔵
卿
・

東
坊
城
・
小
川
坊
城
、

○

『

実
隆
公
記』

(

記
主
は
三
条
西
実
隆
。
二
十
二
歳
、
右
近
衛
中
将
、

蔵
人
頭
、
正
四
位
上)

十
三
日
癸
丑
晴
、
今
日
五
節
也
、
猶
候
番
、
今
夜
亥
下
刻
自
裏
辻

小
家
土
倉
、
失
火
出
余
�
懸
宮
中
、
大
厦
高
墻
悉
成
灰
燼
、
則

車
駕
臨
幸
小
川
御
所
、
�

(

翌)

朝
幸
北
小
路
殿
、
卿
相
雲
□

(

客)

柏
挿
帯

剣
供
奉
、
此
間
之
儀
日
月
忽
堕
地
之
作
法
、
不
暇
毛
挙
、

○

『

言
国
卿
記』

(

記
主
は
山
科
言
国
。
二
十
五
歳
、
内
蔵
頭
、
正
四

位
下)

廿十

三
日
、
天
晴
、

…

(

中
略)

…

一
、
夜
四
時
分
ニ
ソ
ウ
門
ノ
ワ
キ
ノ
サ
カ
ヤ
ヨ
リ
火
イ
タ
シ
ヤ
ケ

ア
カ
ル
也
、
予
カ
フ
リ
直
衣

ク
シ
、
先
重
代
ノ
糸
巻

器
ク
ハ
イ
中
シ
、
同
キ

ノ
フ
ク
ロ
ヲ
懐
中
シ
、
軈
而

御
所
ヘ
ハ
せ
参

、
�
１
ハ
ヤ
ス
テ
ニ
御
近
所
マ
テ
ヤ

ク
ル
也
、
予
厳
前

先
御
器
物
共
ヲ
申
、
少
々
シ
ン
カ

ノ
輩
ニ
持
也
、

一
巻
懐
中
ス
ト
イ
ヘ
共
、
旅
祢
ヲ
又
ク

わ
イ
チ
ウ
ス
ル
也
、
御
カ
ラ
ヒ
ツ
ヲ
一
合
、
予
者
に
モ
タ
ス

ヘ
キ
物
由
被
仰
下
也
、
軈
而
長
門
守
申
付
也
、
ハ
ヤ
三
宝
院

ナ
ト
ヘ
火
カ
ヽ
リ
、
風
以
外
に
わ
ロ
ク
吹
ア
カ
リ
申
比
也
、

近
身

[

臣]

・
ト
サ
マ
各
ハ
せ
参
也
、
予
二
宮
御
剣
ヲ
ト
リ
テ

ヲ
持
、
予
持
ウ

チ
刀
ヲ
、
兵
衛
ヲ
メ
シ
遣
也
、
ハ
ヤ
火
急
ニ
ナ
ル
間
、
武
家

十
二
間
ヘ
宮
御
方
・
同
二
宮
、
御
所
様
御
出
ア
リ
、
同
シ
ン

シ
・
ホ
ウ
ケ
ン
モ
タ
せ
ラ
ル
ヽ
也
、
上
�
ホ
ウ
ケ
ン
ヲ
被
持

也
、
大
典
侍
局
御
手
ナ
シ
ノ
間
、
シ
ン
シ
ヲ
持
事
ハ
ヽ
カ
リ

ノ
由
ア
リ
、
予
申
言
カ
ヤ
…

(

以
下
�)

…

な
お
、『
言
国
卿
記』

の
十
一
月
十
四
日
条
と
思
し
き
部
分
に
は
、
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｢
一
、
御
記
共
其
外
色
々
重
宝
共
コ
ト
�
�
ク
ヤ
ケ
了｣

｢

一
、
御
笙
秋

風
、
カ
ケ
ヒ
カ
ウ
フ
ヱ
、
笛
柯
亭
、
シ
ヤ
カ
ヤ
シ
神
楽
笛
キ
リ
�
�
ス
、

御
箏
鬼
丸
ラ
ク
ヤ
ウ
ヤ
ク
ル
也
、
此
外
無
名
ヲ
ヽ
シ｣

と
焼
失
し
た
も

の
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
、
ま
た
、
火
事
見
舞
の
人
々
に
つ
い
て
の

記
載
も
あ
る
。
火
事
見
舞
い
の
人
々
に
つ
い
て
は
十
五
日
条
に
は｢

一
、

各
キ
ヽ
ツ
タ
ヘ
雖
被
上
、
余
ニ
ヲ
ホ
キ
間
不
及
記
者
也｣

と
あ
る
。

○

『

長
興
宿
禰
記』

(

記
主
は
大
宮

(

小
槻)

長
興
。
六
十
五
歳
、
左

大
史
、
正
四
位
上)

十
三
日
、

今
夜
子
刻
焼
亡
、
室
町
殿
西
半
町
計
在
家
土
倉
酒
屋
放
火
、
無

程
東
西
南
北
焼
廻
、
即
至
于
室
町
殿
風
吹
付
、
自
西
面
四
足
門

火
付
始
、
御
殿
以
下
不
残
一
宇
払
地
炎
上
、
其
後
差
北
火
飛
行
、

数
十
町
焼
失
、
公
武
陣
屋
焼
亡
不
知
其
数
、
卯
刻
程
火
静
謐
了
、

火
出
時
分
、
諸
人
帯
甲
冑
馳
集
、
畠
山
左
衛
門
督
、
馳
向
室
町

殿
、
東
面
掘
搆
、
敵
勢
乱
入
之
儀
被
相
待
云
々
、
予
参
小
河
新

造
、
抑
准
后
此
間
御
座
此
御
所
故
也
、
人
々
多
馳
参
室
町
殿
、

御
所
火
付
之
間
、
主
上
駕
御
車
御
出
、
有
行
幸
於
小
河
新
造
御

所
、
内
侍
所
同
渡
御
、
若
宮
・
伏
見
殿
親
王
以
下
駕
別
、
同
有

渡
御
於
彼
御
所
、
月
卿
雲
客
御
後
歩
連
、
或
直
衣
、
或
衣
冠
、

直
垂
交
、
自
中
門
下
御
、
於
常
御
所
有
入
御
、
若
宮
以
下
同
之
、

其
間
内
侍
所
奉
案
中
門
廊
、
官
務
雅
久
宿
禰
不
着
烏
帽
子
異
体
、

参
候
、
上
下
進
退
言
語
同
断
式
也
、
御
台
御
方
・
宰
相
中
将
殿
、

自
室
町
殿
出
火
中
渡
御
新
造
御
所
、
禁
裡
御
物
・
累
代
御
器
・

御
記
抄
物
以
下
悉
焼
失
、
准
后
其
外
女
中
御
物
等
、
同
無
残
焼

失
云
々
、
将
軍
御
所
焼
亡
事
、
等
持
寺
殿
御
代
中
、
建
武
三
年
・

貞
和
五
年
・
観
応
二
年
焼
亡
、
其
外
三
条
坊
門
万
里
小
路
御
所

以
来
、
火
事
之
儀
、
今
度
始
歟
、
後
日
人
々
云
、
火
出
時
分
、

自
賀
茂
山
辺
光
物
飛
来
云
々
、
不
知
実
也
、
数
百
ヶ
年
兵
革
不

静
謐
、
陣
中
公
武
御
所
以
下
焼
失
、
諸
家
如
形
、
記
録
等
悉
紛

失
、
時
刻
到
来
哉
、
公
家
中
上
下
居
所
廿
余
ケ
所
、
武
家
奉
公

輩
陣
所
同
前
云
々
、
入
江
殿
、
御
尼
衆
、
光
聚
院
御
庵
等
同
焼

亡
、
翌
朝
辰
刻
、
主
上
自
小
河
御
所
、
行
幸
于
北
小
路
殿
、
室

町
殿
御
台
御
母
儀
、
三
位
禅
尼
御
所
也
、
路
次
御
車
於
中
門
東
西
乗
御
、

主
人
准
后
下
殿
南
庭
蹲
居
、
�
２
月
卿
雲
客
如
前
剋
、
御
車
御

後
連
歩
、
自
身
各
持
太
刀
、
予
雖
為
異
体
、
同
類
多
之
間
、
参

御
車
前
、
路
次
持
太
刀
、
至
于
北
小
路
殿
室
町
西
頬
入
御
、
東

西
棟
門
寄
御
車
、
自
東
西
妻
戸
入
御
、
内
侍
所
御
車
之
御
後
、

駕
輿
丁
等
、
不
及
着
烏
帽
子
、
奉
舁
之
入
御
、
暫
庭
上
乍
舁
御
逗
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留
、
臨
東
庭
搆
仮
屋
、
修
理
職
沙
汰
也
、
奉
安
之
、
主
上
御
車
内

侍
一
人
同
車
、
神
璽
・
宝
剣
等
被
入
御
車
歟
、

室
町
第
が
焼
亡
し
た
火
災
で
あ
る
。
後
藤

(

二
〇
二
二)

で
取
り
上

げ
た
文
明
七
年
八
月
六
日
の
大
風
雨
と
同
様
に

『

親
長
卿
記』

『

実
隆

公
記』

『

言
国
卿
記』

『
長
興
宿
禰
記』

に
記
事
が
あ
る
。
四
者
四
様
の

書
き
ぶ
り
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
古
記
録
の
個
性
的
文
体
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
変
種
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
天
皇
を
は
じ
め
多
く
の
公
家

や
武
家
も
被
災
し
、
歴
代
の
典
籍
や
宝
物
が
灰
燼
に
帰
し
た
災
害
で
あ
っ

た
だ
け
あ
っ
て
、
前
年
の
大
風
雨
の
記
事
に
比
べ
て
、『

親
長
卿
記』

『

言
国
卿
記』

『

長
興
宿
禰
記』

は
記
述
が
か
な
り
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、『

実
隆
公
記』
は
逆
の
傾
向
を
示

し
、
記
述
が
簡
潔
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
の
相
違
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他
、
目
に
付
く
こ
と
と
し
て
は
、『

言
国
卿
記』

が

｢
一
ツ
書

き｣

の
体
裁
を
と
り
、
表
記
に
は
多
く
の
仮
名
を
交
え
、｢

ハ
ヤ｣
な

ど
記
録
体
に
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
は

挙
げ
ら
れ
る
。
一
ツ
書
き
は
山
科
家
の
記
録
等
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
古
記
録
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
比
較
的
新
し
い
も
の

に
な
る

(

５)

。
ま
た
、『

実
隆
公
記』

が
漢
籍
を
源
泉
と
す
る
表
現
を
用
い

て
い
る
こ
と
も
挙
げ
て
お
き
た
い
。
室
町
時
代
後
期
の
公
家
文
化
人
の

代
表
者
と
さ
れ
る
実
隆
で
あ
れ
ば
当
然
と
も
言
え
る
が
、
こ
れ
は
前
年

の
大
風
雨
の
記
事
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
今
回
の
引
用
箇
所
で
は
、

波
線
を
付
し
た

｢

大
厦
高
墻｣

｢

毛
挙｣

等
が
漢
籍
出
自
の
語
に
当
た

る
。『

日
本
国
語
大
辞
典』

に
よ
れ
ば

｢

大
厦｣

は

『

淮
南
子』

説
林

訓
、｢

高
墻｣

は

『

韓
詩
外
伝』

巻
二
、｢

毛
挙｣

は

『

漢
書』

刑
法
志

に
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、｢

大
厦
高
墻｣

は

『

太
平
記』

に
見
ら
れ
、

｢

不
遑
毛
挙｣

は

『

朝
野
群
載』

に
見
ら
れ
る
な
ど
す
る
た
め
、
あ
る

程
度
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
語
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う
。

(

七)

天
正
四
年

(

一
五
七
六)

九
月
十
五
日
〜
文
禄
三
年

(

一
五
九

五)

十
月
五
日
に
か
け
て
の
火
災

(『

言
経
卿
記』)

『

言
経
卿
記』

で
は
規
模
の
大
き
く
な
い
火
災
に
つ
い
て
も
一
々
記

録
さ
れ
て
い
る
。
天
正
四
年

(

記
主
・
山
科
言
経
、
三
十
四
歳
、
参
議

左
衛
門
督
、
正
三
位)

か
ら
文
禄
三
年

(

言
経
五
十
二
歳
、
前
権
中
納

言
、
従
二
位

[

天
正
十
三
年
に
勅
勘
を
被
り
未
だ
赦
さ
れ
ず])

に
か

け
て
の
火
災
の
記
事
を
、
火
災
に
関
連
の
な
い
前
後
の
一
ツ
書
き
の
項

目
を
省
略
し
て
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

・
一
、
八
時
分
ニ
西
陣
二
十
家
計
焼
亡
了(

天
正
四
年
九
月
十
五
日)
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・
一
、
五
条
油
小
路
一
町
余
、
未
刻
ニ
焼
失
了

(

天
正
十
年
七
月
十

四
日)

・
一
、
天
神
社
・
同
拝
殿
等
戌
刻
焼
失
了
、
就
其
梅
庵
・
金
蔵
坊
等

見
舞
ニ
、
四
条
同
道
罷
向
了
、
絶
言
語
了

(

天
正
十
四
年
十
二
月

八
日)

・
一
、
備
前
守
近
町
午
刻
ニ
少
火
事
云
々
、
見
舞
ニ
弥
一
遣
了

(

文

禄
元
年

(

一
五
九
三)
二
月
十
三
日)

・
一
、
夜
半
過
東
中
町
油
小
路
、
絵
屋
順
了
・
同
北
隣
等
火
事
云
々

(

文
禄
元
年
四
月
二
十
五
日)

・
一
、
七
条
道
場
門
ノ
番
所
焼
了
、
暮
々
也
、
小
者
二
人
比
丘
尼
所

ヘ
見
舞
遣
了

(

文
禄
三
年
十
月
五
日)

『

言
経
卿
記』

は
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
記
録
類
と
は
大
き
く
様
相

を
異
に
す
る
。
一
ツ
書
き
の
様
式
を
と
り
、
ほ
と
ん
ど
の
文
末
を｢

了｣

で
結
ぶ
。
仮
名
の
混
入
も
比
較
的
多
い
。
文
末
の
多
く
を

｢

了｣
で
結

ぶ
の
は
、
中
世
後
期
以
降
に
確
立
す
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
あ
る

(

６)
。
火

災
の
規
模
が
小
さ
い
せ
い
か
、
叙
述
態
度
と
し
て
は
、
簡
略
に
事
実
を

記
す
の
み
で
、
記
主
の
所
感
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る

(

列
挙

し
た
例
で
は
、
天
正
十
四
年
十
二
月
八
日
の
記
事
の

｢

絶
言
語
了｣

が

あ
る
く
ら
い
で
あ
る)

。
な
お
、
小
さ
な
火
事
に
つ
い
て
一
々
記
録
す

る
の
は
、
儀
礼
の
記
述

(

一
種
の
公
的
日
記)

か
ら
世
事
の
記
述

(

見

聞
記
述)

へ
と
い
う
、
記
録
の
質
の
変
化
を
反
映
す
る
も
の
と
捉
え
ら

れ
る

(

７)

。

四

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
一
四
種
の
古
記
録
に
お
け
る
火
災
の
記
事
に
つ
い

て
見
て
き
た
。
概
略
的
に
で
は
あ
る
が
、
後
藤

(

二
〇
二
〇)

・
同

(

二
〇
二
二)

と
同
様
に
、
類
型
的
文
体
と
し
て
の
記
録
体
に
移
り
変

わ
り
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
家
日
記
に
個
性
的
文
体

(

叙
述
態
度
の
相
違
、
用
字
・
用
語
の
相
違)

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
記
録

体
の
変
遷
に
つ
い
て
時
期
等
の
詳
細
を
詰
め
る
こ
と
、
用
字
・
用
語
の

相
違
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
解
明
す
る
こ
と
等
が
課
題
に
な
ろ
う
。
な

お
、
個
性
的
文
体
に
つ
い
て
は
、
記
述
の
詳
細
さ
や
所
感
を
記
す
か
否

か
と
い
っ
た
部
分
が
、
取
り
上
げ
る
事
例
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
記
主
の
関
心
の
度
合
い
が
事
例
に
よ
り
異

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
類
似
の
事
例
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
る
な
ど
し
て
、
今
後
精
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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注
(

１)

片
平
博
文

(

二
〇
二
〇：

五
七
頁)

に
よ
れ
ば
、｢

平
安
〜
鎌
倉
時

代
を
通
し
て
、
条
坊
の
町
数
に
し
て
一
〇
町
以
上
の
範
囲
も
し
く
は
一

〇
〇
〇
戸
以
上
の
家
屋
の
焼
亡
が
確
認
さ
れ
る
火
災｣

(

引
用
に
当
た

り
原
文
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た)

は
三
八
件
に
及
び
、

｢

そ
の
す
べ
て
は
い
わ
ゆ
る
大
火
と
区
分
さ
れ
る
べ
き
深
刻
な
火
災
で

あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る｣

と
い
う
。『

方
丈
記』

や

『

平
家
物
語』

等

の
文
学
作
品
に
も
記
さ
れ
る
安
元
三
年

(

一
一
七
七)

四
月
二
十
八
日

の
大
火

(

安
元
の
大
火
い
わ
ゆ
る
太
郎
焼
亡
、『

玉
葉』
『

愚
昧
記』

等

に
記
述
あ
り)

を
は
じ
め
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
火
災
は
多
く
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
紙
幅
の
都
合
上
す
べ
て
を
一
度
に
取
り

上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
今
回
は
、
火
災
の
規
模
に
は
必
ず
し

も
拘
ら
ず
に
、
後
藤

(

二
〇
二
〇)

・
同

(
二
〇
二
二)

で
取
り
上
げ

た
古
記
録
が
関
係
す
る
火
災
を
中
心
に
扱
う
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
ま

で
に
筆
者
が
行
っ
て
き
た
指
摘
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
を
別
の
事
例
か

ら
検
証
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
安
元
の
大
火
に
つ
い
て
は
詳
細

な
記
録
が
あ
る
た
め
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

(

２)
｢

目
録
め
い
て
い
る｣

と
の
指
摘
は
、
元
版
の
遠
藤
好
英

(
一
九
七

七)

も
同
じ
で
あ
る
。

(

３)

こ
れ
ら
の
漢
字
の
字
義
と
字
訓
に
関
連
す
る
記
述
が
、
小
山
登
久

(

一
九
八
二)

に
あ
る
。

(

４)
『

後
愚
昧
記』

で
は
八
月
七
日
条
に
、『

後
深
心
院
関
白
記』

で
は
八

月
六
日
条
に

｢

下
辺｣

の
火
事
の
記
載
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
同
一
の

火
災
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
同
じ
六
日
の
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で

取
り
上
げ
る
。
な
お
、『

花
営
三
代
記』

で
は
八
月
六
日
の
こ
と
と
し
、

｢

六
日
。
夜
自
綾
少

[

小
歟]

路
富
小
路
出
火
。
東
京
極
。
西
猪
熊
。
南
六
条
坊

門
。
北
四
条
南
大
路
略
炎
上
云
々
。｣

と
記
し
て
い
る
。

(

５)

後
藤
英
次

(

二
〇
一
三)

参
照
。

(

６)

注
５
に
同
じ
。

(

７)

後
藤
英
次

(

二
〇
一
六)

参
照
。

[

参
考
文
献]

池
田
正
一
郎

(

二
〇
〇
四)

『

日
本
災
変
通
志』

新
人
物
往
来
社

遠
藤
好
英

(

一
九
七
七)

｢

貞
信
公
記｣

『

国
語
学
研
究
事
典』

明
治
書
院

遠
藤
好
英

(

二
〇
〇
七)

｢

貞
信
公
記｣

『

日
本
語
学
研
究
事
典』

明
治
書
院

小
鹿
島
果

(

一
八
九
四)

｢

火
災
之
部｣

『

日
本
災
異
志』

日
本
鉱
業
会

((

一
九
六
七)

地
人
書
館
復
刊)

小
山
登
久

(

一
九
八
二)

｢

変
体
漢
文
の
文
体
史｣

『

講
座
日
本
語
学
７

文

体
史
Ⅰ』

明
治
書
院

片
平
博
文

(

二
〇
二
〇)

『

貴
族
日
記
が
描
く
京
の
災
害』

思
文
閣
出
版

後
藤
英
次

(

二
〇
一
三)

｢

中
世
末
期
〜
近
世
初
期
の
公
家
日
記
の
文
体
類

型

そ
の
成
立
過
程
お
よ
び
推
移
等
に
関
す
る
覚
書

｣
『

中
京

大
学
文
学
部
紀
要』

第
四
七
巻
第
二
号

後
藤
英
次

(

二
〇
一
六)

｢

中
世
後
期
以
降
の
古
記
録

(

日
記)

資
料
を
日

本
語
史
学
的
に
扱
う
際
の
視
点

主
に
中
世
末
期
以
降
の
公
家
日
記

の
場
合

｣
『

中
京
大
学
文
学
会
論
叢』

第
二
号

後
藤
英
次

(

二
〇
二
〇)

｢

古
記
録

(

日
記)

資
料
の
文
体
把
握
の
方
法

同
一
場
面
記
事
の
比
較
の
試
み

｣
『

国
語
学
研
究』

五
九
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後
藤
英
次

(

二
〇
二
二)

｢

同
一
場
面
記
事
の
比
較
を
通
し
て
み
た
古
記
録

の
文
体

気
象
災
害
記
事
の
比
較
か
ら

｣

中
部
日
本
・
日
本
語

学
研
究
会
編

『

中
部
日
本
・
日
本
語
学
研
究
論
集』

和
泉
書
院

峰
岸
明

(
一
九
八
六)

『

変
体
漢
文』

東
京
堂
出
版

((

二
〇
二
二)

吉
川
弘

文
館
復
刊)

[

使
用
テ
キ
ス
ト]

『

貞
信
公
記』

『

御
堂
関
白
記』

『

小
右
記』

『

中
右
記』

『

猪
隈
関
白
記』

『

後

愚
昧
記』

『

後
深
心
院
関
白
記』

『

言
経
卿
記』

(

以
上
大
日
本
古
記
録)

、

『

権
記』

『

親
長
卿
記』

『

言
国
卿
記』

『

長
興
宿
禰
記』
(

以
上
史
料
纂
集)

、

『

明
月
記』

(

国
書
刊
行
会
双
書)

、『
実
隆
公
記』
(

続
群
書
類
従
完
成
会

本)

、『

花
営
三
代
記』

(

群
書
類
従)

。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
具
注
暦
の

暦
注
は
省
略
し
た
。
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、

二
行
の
割
書
き
は
小
字
の
一
行
書
き
に
改
め
、
ミ
セ
ケ
チ
は
抹
消
線
に
改

め
た
。
な
お
、
引
用
文
中
の
傍
線
類
は
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

(

中
京
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
教
授)
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